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株式市場概況 

先週の動き（3 ⽉ 7 ⽇〜３⽉ 11 ⽇） 
 直近のボトムから⽇経平均株価は 2,000 円近く戻しており、上昇⼀服となった。ECB 理事会
では、予想を上回る⾦融緩和が発表されたが、理事会後のドラギ総裁の会⾒で、「（今後）追加
利下げが必要になるとは思わない」と発⾔したことが嫌気され、ユーロ⾼株安の展開となった。
それを受けて始まった⾦曜⽇の⽇本市場の寄付は、前⽇⽐マイナスで取引が始まったが、その
後は戻り歩調に転じ、前⽇⽐プラスで引けた。週末の⽇経平均株価は前週末⽐－0.45％の 1 万
6,938 円となった。 
 
 経済指標では、中国の貿易統計（2 ⽉）で輸出が－20.6％（前回－6.6％）と⼤幅悪化した
ことが注⽬された。輸出の⼤幅の減少に、製造業景況感も急速に悪化するとの声も⽬⽴つ。⽇
本では GDP（4Q・2 次速報・年率前期⽐）は－1.1％（前回－1.5％）と上⽅修正された。設
備投資と在庫投資がその要因となった。消費者態度指数（2 ⽉）は 40.1（前回 42.5）、景気ウ
ォッチャー調査（2 ⽉）は現状 DI が 44.6（前回 42.5）、先⾏き DI が 48.2（前回 49.5）と多
くの経済指標で悪化が⽬⽴った。 
   

   
 
 

 セクター別は、内需関連が上昇した。下落トップは、⾼浜原発の運転指し⽌めの仮処分を受
け、電⼒となった。その他には保険、鉱業、⾮鉄などが下落した。スタイルインデックスでは
⼩型が強く、⼤型が弱い展開が継続している。 
 

 

 
 



 
今後の注⽬点 

 先週は、これまでの急速な株価の戻りに、利確の動きが⽬⽴った。今週は週初に⽇銀政策決

定会合と FOMC が控える。共に政策の変更はないと⾒られるが、⽇銀政策決定会合で現状維持

が発表された場合、再び売り圧⼒が強まらないかが注⽬だ。早くも補正予算と消費増税の再延

期が取り沙汰されており、下落した場合でも、そのような対策が株価の下⽀えになれる局⾯で

あると考えられる。 

 しかし、ここ最近の戻り局⾯は、買いの主体が信託銀⾏と、年⾦経由のリバランス経由の買

いしか⼊らないことが気にかかる。これまで、⽇本株上昇を牽引してきた海外投資家は、今年

に⼊ってから毎週売り越しで、累計 3.5 兆円の規模となっている（現物、先物合算）。買い⼿は

信託銀⾏が 1.7 兆円、個⼈が 7,700 億円、投資信託 5,300 億円などだ。海外勢の姿勢が変わ

るような政策が発表できるかも、⽇本市場の⼤きな注⽬点といえる。   

 

 
株式市場需給動向（３⽉１週：２⽉ 29 ⽇〜3 ⽉ 4 ⽇） 
 3 ⽉ 1 週の投資部⾨別売買動向は 3 週連続で個⼈、海外投資家の売り越し、投資信託、信託
銀⾏の買い越しとなった。信⽤買い残⾼は 4 週連続減少、裁定買い残⾼は 4 週ぶりの増加とな
った。 

 
 

 



 
   (価格データはロイターによる) 
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